
筆者が独自に研究・提示していたものであるため併せて参照されたい。下高大輔「豊臣城郭の石垣変遷－城郭石垣変遷が

示す豊臣政権－」『織豊城郭』第 17号 織豊期城郭研究会、2017年。同「肥前名護屋城を中心とした「五畿内同前」考－

九州への織豊城郭石垣導入に関する再検討－」『公益財団法人鍋島報效会研究助成研究報告書』第 10号、2021年など。 

10 前掲註６に同じ。また、前掲註２文献、史料・解説の史料 170。 

11 前掲註３に同じ。 

12 「御城内御絵図」（明和６年（1769）頃、熊本市蔵）。前掲註２文献、絵図・地図・写真の絵図・地図 25。 

13 前掲註９に同じ。 

14 前掲註４、註５の 2019年文献より作成。 

15 前掲註６の委員会資料より作成。 

16 前掲註５の 2020年文献、註６の委員会資料などより作成。 

17 前掲註５の 2020年文献に同じ。 

18 前掲註５の 2021年文献に同じ。 

19 前掲註９・18に同じ。 

20 ただし、要人櫓台石垣の天端面及び櫓土台が設置されていた遺構面の時期解釈は注意を要する。今回の要人櫓台天端面

（五階櫓台基礎）における遺構確認調査において、要人櫓そのものの遺構面上からは加藤期に該当すると考えられる出土

遺物は現状では確認できていない。なおかつ、江戸期遺構面形成土中からは原位置を保った礎石と考えて差し支えない石

材も確認している。つまり、遺構面に伴う礎石とそれに先行する礎石が存在するのである。また、要人櫓台の石垣解体調

査においても、当初石垣は石垣立面全体の中で下半部のみで確認しており、そのすぐ直上には江戸期の修理痕跡を見出す

とともに石垣上半部は明治期と平成期の修理が施されている。これらのことから、現状における要人櫓台は当初石垣に伴

う遺構面ではなく、五階櫓台基礎付近を除いたその大半が江戸期修理以降に形成された遺構面となる可能性が高い。 

21 前掲註５の 2019年文献より作成。 

22 前掲註５の 2020年文献より作成。 

23 前掲註５の 2021年文献より作成。 

24 福岡城については、https://bunkazai.city.fukuoka.lg.jp/news/detail/19。津山城については、津山市『史跡津山城跡 

保存整備事業報告書Ⅶ』、2021年。駿府城については調査中に筆者実見。熊本城小天守台石垣についても調査中に筆者実

見とともに、熊本城調査研究センター『熊本城解体新書その４（天守閣下石垣復旧に伴う調査成果 小天守・大天守附櫓

石垣 編）』（パンフレット）、2021年。なお、本パンフレットには、今回の解体修理に伴う積み直しに際して、作業工程上

自然発生的に構築された石列の写真も掲載されており興味深い。 

25 ただし、前掲註 24の各資料や実物を見る限り、石垣の修理履歴を現状で筆者が確認することができなかった福岡城の事

例を除けば、構築当初石垣に石列が伴っている。津山城の事例においては、石垣解体直前に石垣天端面で検出した石列と

解体完了後に検出された石列は様相が異なっており（註 24 津山市 2021 年文献）、後者の石列は構築当初石垣に伴うもの

で、その石垣面は熊本城石垣４期（慶長 16 年～元和年間(1611～1624)）の特徴と酷似する。熊本城小天守台石垣も同様

に４期となる。また、駿府城については、石列が検出された箇所の石垣は慶長後半期で熊本城石垣３期（慶長 11～12 年

（1606～1607））相当となる。これに加えて直近の事例で、同様に当初石垣を３期とする熊本城平櫓台石垣でも石列が検

出されている（https://www.city.kumamoto.jp/common/UploadFileDsp.aspx?c_id=5&id=5566&sub_id=172&flid=289463）。

これらのことから、現状では慶長期後半から元和年間相当の石垣背面を中心に検出されていることについても今後の調査

においては注意を払うべきと考える。 

 

【追記】本稿は筆者が熊本城調査研究センターに在籍していた令和３年度中に草稿して本書に投稿予定であったものを諸般

の事情で投稿を取り下げていたが、同センターよりの依頼（令和４年（2022）８月 12 日付け城調発第 000076 号）

に基づき本書へ寄稿したものである。 
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－
切

紙
15.

5×
15.

3
－

55-
6-2

(
江

戸
時

代
後

期
)

宇
土

様
御

家
督

後
初

而
御

出
－

－
切

紙
15.

2×
15.

8
－
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15‐
2-

1
(
安

政
四

年
以

降
)

185
7

以
降

山
王

之
図

宇
野

－
竪

紙
27.

8×
40.

0
－

1
5
-
2
-
1
～

5
ま

で
包

紙
あ

り
「

山
王

并
観

理
院

図
式

并
書

付
一

通
」

(
包

紙
上

書
)

15‐
2-

2
(
嘉

永
二

年
以

降
)

184
9

以
降

観
理

院
（

観
理

院
で

の
座

配
を

記
し

た
図

）
(
安

田
）

－
竪

紙
30.

6×
44.

2
－

端
裏

書
「

安
田

同
人

よ
り

貰
受

宇
野

」

15‐
2-

3
嘉

永
元

年
四

月
朔

日
185

7
以

降
観

理
院

（
観

理
院

で
の

給
仕

に
関

す
る

覚
）

安
田

－
竪

紙
16.

3×
130

.0
－

末
尾

に
「

嘉
永

元
年

四
月

朔
日

認
吉

田
　

右
借

受
写

置
之

　
安

田
」

と
あ

り

15‐
2-

4
（

安
政

三
年

以
降

）
185

6
以

降

〔
覚

〕
（

安
政

3
年

正
月

1
3
日

山
王

参
詣

に
つ

き
観

理
院

へ
向

か
う

際
の

服
装

等
に

つ
い

て
）

－
－

切
紙

15.
5×

11.
0

－

15‐
2-

5
（

安
政

四
年

以
降

）
185

7
以

降

〔
覚

〕
（

山
王

社
参

詣
・

観
理

院
で

の
儀

礼
に

関
す

る
覚

）
－

－
切

継
紙

28.
0×

31.
6

－
虫

損

15‐
3

(
嘉

永
五

年
以

降
)

185
2

以
降

芝
明

神
社

宇
野

－
竪

紙
30.

8×
44.

0
－

「
嘉

永
五

年
四

月
三

日
御

社
参

之
節

之
図

也
」

「
安

田
ヨ

リ
貰

請
宇

野
」

と
あ

り

15‐
4

(
弘

化
五

年
以

降
)

184
8

以
降

増
上

寺
御

宿
坊

之
図

宇
野

－
竪

紙
27.

7×
40.

2
－

「
安

田
ヨ

リ
貰

請
　

宇
野

」
と

あ
り

15‐
5

(
江

戸
時

代
後

期
)

烏
森

之
図

宇
野

－
竪

紙
27.

9×
40.

3
－

15‐
6

(
江

戸
時

代
後

期
)

白
金

中
庭

三
社

宇
野

－
竪

紙
27.

7×
40.

0
－

16‐
1

(
江

戸
時

代
後

期
)

妙
解

院
御

廟
之

図
(
妙

解
寺

の
宣

紀
ほ

か
廟

の
配

置
図

)
－

－
続

紙
26.

8×
53.

2
－

包
紙

あ
り

　
「

江
戸

御
寺

御
先

番
切

図
　

関
」

(
包

紙
上

書
)

16‐
2

(
安

政
六

年
以

降
)

185
9

以
降

妙
解

院
御

年
回

御
詰

被
為

在
候

節
之

図
関

写
之

－
竪

紙
27.

0×
39.

0
－

付
札

あ
り

16‐
3

(
江

戸
時

代
後

期
)

少
林

院
御

廟
之

図
関

扣
－

竪
紙

27.
0×

39.
5

－
「

少
林

院
惣

御
廟

之
図

」
(
本

紙
外

題
)

16‐
4

(
江

戸
時

代
後

期
)

山
王

社
御

参
詣

之
図

式
－

－
竪

紙
27.

0×
39.

5
－

16‐
5

(
江

戸
時

代
後

期
)

少
林

院
之

新
図

関
－

竪
紙

26.
8×

39.
5

－
虫

損

16‐
6

(
江

戸
時

代
後

期
)

松
光

寺
新

規
建

立
之

図
－

－
竪

紙
27.

0×
39.

5
－

16‐
7

(
江

戸
時

代
後

期
)

観
理

院
之

図
－

－
続

紙
26.

8×
51.

5
－

16‐
8

(
江

戸
時

代
後

期
)

神
明

社
新

図
関

扣
－

竪
紙

27.
0×

39.
5

－
「

芝
神

明
社

新
図

」
(
本

紙
外

題
)

16‐
9

(
江

戸
時

代
後

期
)

妙
解

院
之

新
図

関
－

竪
紙

26.
9×

39.
5

－
「

妙
解

院
居

間
書

院
新

造
之

図
」

(
本

紙
外

題
)

16‐
10

(
江

戸
時

代
後

期
)

清
光

院
之

図
関

－
竪

紙
27.

0×
39.

5
－

17
安

政
五

年
午

正
月

185
8

御
国

年
頭

手
控

宇
野

－
折

本
14.

5×
164

.0
－

巻
末

に
「

安
政

四
年

十
二

月
根

役
■

山
扣

を
借

受
写

置
候

者
也

　
宇

野
」

と
あ

り
両

面
筆

18
(
元

治
二

年
以

降
)

186
5

神
護

寺
ノ

図
宇

野
－

竪
紙

30.
2×

44.
0

－
包

紙
あ

り
　

「
神

護
寺

御
参

詣
之

図
　

壱
枚

　
宇

野
」

(
包

紙
上

書
)

19
(
江

戸
時

代
後

期
)

御
礼

式
帳

(
御

礼
式

　
年

頭
五

節
句

御
礼

之
次

第
座

配
相

定
覚

)
－

－
仮

綴
7.0

×
18.

7
1
7
丁

20
(
元

治
元

年
以

降
)

186
4

以
降

御
馬

取
扱

之
控

関
扣

－
仮

綴
8.2

×
19.

0
1
4
丁
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番
号

年
　

代
西

暦
史

料
名

(
内

容
)

差
出

・
作

成
宛

所
体

裁
法

量
(
縦

×
横

)
丁

数
備

考
状

態

1
安

政
五

午
二

月
185

8
御

参
勤

御
休

泊
附

　
小

倉
路

　
中

国
路

播
磨

路
　

美
濃

路
　

東
海

道
関

－
横

半
帳

7.0
×

15.
8

2
1
丁

2
万

延
元

年
186

0

諸
控

一
、

若
殿

様
御

目
見

被
為

済
於

表
海

御
間

御
両

殿
様

御
取

遣
一

、
御

隠
居

御
家

督
下

タ
調

宇
野

－
仮

綴
27.

0×
19.

8
9
丁

表
海

御
間

ほ
か

図
入

　
末

尾
に

「
万

延
元

年
斎

護
君

御
隠

居
御

家
督

被
為

在
候

筈
ニ

而
下

調
有

之
候

控
　

宇
野

」
と

あ
り

3
安

政
四

巳
年

185
7

御
給

仕
一

件
之

控
　

正
月

ヨ
リ

十
二

月
マ

テ
宇

野
　

貞
次

－
仮

綴
13.

2×
20.

0
6
5
丁

末
尾

に
「

此
壱

冊
ハ

松
岡

控
を

借
請

写
置

候
者

也
　

安
政

四
巳

年
宇

野
貞

次
」

と
あ

り

4
(
弘

化
二

年
以

降
)

184
5

以
降

御
具

足
御

召
初

之
控

関
－

仮
綴

12.
5×

17.
3

2
7
丁

天
保

７
年

の
雅

之
進

(
慶

前
)
、

弘
化

2
年

の
訓

三
郎

(
慶

順
)
の

御
具

足
召

初
の

控

5
(
弘

化
四

年
以

降
)

184
7

以
降

手
控

　
御

具
足

御
召

初
御

略
式

之
覚

御
書

出
頂

戴
之

扣
　

御
乳

縄
之

節
之

扣
関

－
仮

綴
9.0

×
20.

0
1
4
丁

花
畑

屋
敷

歌
仙

之
御

間
・

鹿
之

御
間

の
図

あ
り

6
万

延
二

年
186

1
年

頭
控

　
万

延
二

年
元

日
ゟ

七
日

迄
宇

野
－

折
本

13.
5×

222
.0

－

7
万

延
元

年
九

月
十

一
日

186
0

初
御

礼
之

繰
合

宇
野

－
折

本
13.

7×
96.

0
－

継
目

糊
離

れ

8
安

政
四

年
二

月
185

7
〔

手
控

〕
(
天

保
五

年
～

六
年

の
江

戸
勤

番
日

記
の

控
と

安
政

三
年

「
御

任
官

一
件

」
)

宇
野

－
横

半
帳

7.5
×

15.
3

2
8
丁

後
半

は
「

安
政

三
辰

歳
十

二
月

御
任

官
一

件
之

扣
」

虫
損

9
(
安

政
期

以
降

)
御

國
江

戸
年

頭
手

控
関

－
横

半
帳

7.5
×

15.
8

2
9
丁

花
畑

屋
敷

中
桂

御
間

の
図

あ
り

虫
損

10
子

ノ
正

月
年

頭
手

控
(
年

頭
の

料
理

と
給

仕
者

の
名

前
を

記
し

た
も

の
)

関
－

折
本

16.
3×

90.
0

－
虫

損

11
(
近

世
)

伊
勢

路
・

東
海

道
御

休
泊

御
小

立
帳

関
－

仮
綴

8.5
×

17.
5

1
1
丁

12
(
近

世
)

〔
覚

〕
(
小

倉
か

ら
隈

本
ま

で
の

宿
場

と
距

離
を

記
し

た
も

の
)

－
－

竪
紙

25.
0×

37.
8

－

13
(
天

保
～

安
政

期
)

手
控

(
在

国
１

年
間

の
儀

礼
を

ま
と

め
た

も
の

)
関

－
仮

綴
5.7

×
15.

5
3
1
丁

14
慶

応
四

年
七

月
写

之
186

8
御

礼
式

(
細

川
家

家
臣

の
名

前
と

席
次

を
記

し
た

も
の

)
関

－
仮

綴
8.7

×
19.

0
2
2
丁

15‐
1

(
江

戸
時

代
後

期
)

三
田

八
幡

之
図

宇
野

－
竪

紙
27.

9×
40.

0
－

1
5
-
1
～

8
ま

で
包

紙
あ

り
「

○
山

王
 
〇

観
理

院
図

并
書

付
一

通
 
〇

烏
森

 
○

芝
明

神
 
○

三
田

八
幡

○
白

金
三

社
 
○

増
上

寺
御

宿
坊

各
図

弐
合

七
通

入
」

(
包

紙
上

書
)

関
家

・
宇

野
家

文
書

目
録

凡
例

一
、

番
号

は
購

入
時

に
付

さ
れ

て
い

た
番

号
を

踏
襲

し
、

必
要

に
応

じ
て

枝
番

を
付

し
た

。
一

、
年

代
は

原
史

料
の

表
記

に
従

っ
た

。
内

容
か

ら
推

定
し

た
も

の
に

は
（

　
）

を
付

し
た

。
一

、
史

料
名

は
概

ね
原

史
料

の
表

記
に

従
っ

た
。

内
容

に
よ

り
仮

題
を

つ
け

た
も

の
は

〔
　

〕
で

示
し

た
。

内
容

に
つ

い
て

は
（

　
）

に
記

載
し

た
。

一
、

判
読

で
き

な
い

文
字

は
、

文
字

数
が

分
か

る
も

の
は

■
で

、
文

字
数

が
不

明
な

場
合

は
［

　
　

］
で

示
し

た
。

一
、

そ
の

ほ
か

特
記

す
べ

き
内

容
に

つ
い

て
は

備
考

欄
に

記
載

し
た

。

15‐
2-

1
(
安

政
四

年
以

降
)

185
7

以
降

山
王

之
図

宇
野

－
竪

紙
27.

8×
40.

0
－

1
5
-
2
-
1
～

5
ま

で
包

紙
あ

り
「

山
王

并
観

理
院

図
式

并
書

付
一

通
」

(
包

紙
上

書
)

15‐
2-

2
(
嘉

永
二

年
以

降
)

184
9

以
降

観
理

院
（

観
理

院
で

の
座

配
を

記
し

た
図

）
(
安

田
）

－
竪

紙
30.

6×
44.

2
－

端
裏

書
「

安
田

同
人

よ
り

貰
受

宇
野

」

15‐
2-

3
嘉

永
元

年
四

月
朔

日
185

7
以

降
観

理
院

（
観

理
院

で
の

給
仕

に
関

す
る

覚
）

安
田

－
竪

紙
16.

3×
130

.0
－

末
尾

に
「

嘉
永

元
年

四
月

朔
日

認
吉

田
　

右
借

受
写

置
之

　
安

田
」

と
あ

り

15‐
2-

4
（

安
政

三
年

以
降

）
185

6
以

降

〔
覚

〕
（

安
政

3
年

正
月

1
3
日

山
王

参
詣

に
つ

き
観

理
院

へ
向

か
う

際
の

服
装

等
に

つ
い

て
）

－
－

切
紙

15.
5×

11.
0

－

15‐
2-

5
（

安
政

四
年

以
降

）
185

7
以

降

〔
覚

〕
（

山
王

社
参

詣
・

観
理

院
で

の
儀

礼
に

関
す

る
覚

）
－

－
切

継
紙

28.
0×

31.
6

－
虫

損

15‐
3

(
嘉

永
五

年
以

降
)

185
2

以
降

芝
明

神
社

宇
野

－
竪

紙
30.

8×
44.

0
－

「
嘉

永
五

年
四

月
三

日
御

社
参

之
節

之
図

也
」

「
安

田
ヨ

リ
貰

請
宇

野
」

と
あ

り

15‐
4

(
弘

化
五

年
以

降
)

184
8

以
降

増
上

寺
御

宿
坊

之
図

宇
野

－
竪

紙
27.

7×
40.

2
－

「
安

田
ヨ

リ
貰

請
　

宇
野

」
と

あ
り

15‐
5

(
江

戸
時

代
後

期
)

烏
森

之
図

宇
野

－
竪

紙
27.

9×
40.

3
－

15‐
6

(
江

戸
時

代
後

期
)

白
金

中
庭

三
社

宇
野

－
竪

紙
27.

7×
40.

0
－

16‐
1

(
江

戸
時

代
後

期
)

妙
解

院
御

廟
之

図
(
妙

解
寺

の
宣

紀
ほ

か
廟

の
配

置
図

)
－

－
続

紙
26.

8×
53.

2
－

包
紙

あ
り

　
「

江
戸

御
寺

御
先

番
切

図
　

関
」

(
包

紙
上

書
)

16‐
2

(
安

政
六

年
以

降
)

185
9

以
降
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節
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茂
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�
御
城
鐘
之
段
之
図
��
史
料
三
�
は
大
天
守
最
上
階
で
あ
る
�
鐘
之
段
��
御
上
段
�
で
行
わ

れ
た
儀
礼
の
座
配
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
�
こ
の
時
の
藩
主
の
服
装
は
長
裃
で
�
史
料
中
に
�
ク
ヽ

リ
�
と
あ
る
の
は
給
仕
者
が
天
守
に
入
る
際
に
藩
主
の
袴
の
裾
を
括
�
た
も
の
で
�
最
上
階
の
部

屋
に
入
る
前
に
こ
れ
を
解
い
た
�
大
天
守
北
側
の
階
段
を
登
�
て
き
た
藩
主
は
中
央
十
八
畳
の
部

屋
に
入
る
と
�
西
を
向
い
て
着
座
す
る
�
藩
主
の
背
後
に
は
御
居
間
か
ら
給
仕
が
持
参
し
た
刀
敷

が
敷
か
れ
�
刀
を
置
い
た
�
そ
の
後
�
藩
主
は
城
代
・
家
老
を
順
に
召
し
出
し
対
面
し
た
の
ち
�

熨
斗
鮑
を
下
賜
す
る
�
こ
の
時
対
面
者
は
脇
差
を
帯
び
ず
�
部
屋
の
外
に
置
く
よ
う
に
な
�
て
い

た
�
南
西
隅
に
は
�
霊
符
�
が
祀
ら
れ
て
お
り
�
年
頭
儀
礼
の
場
合
は
参
拝
が
行
わ
れ
る
た
め
�

給
仕
者
が
手
水
を
用
意
し
た
� 

こ
の
ほ
か
に
も
�
年
頭
や
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就
任
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日
程
で
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丸
御
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て
一
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衆
か
ら
町
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熨
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熊
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�
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御
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下
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御
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之
間
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入
り
大
広
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の
部
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を
巡
�

た
の
ち
�
御
殿
の
北
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に
あ
る
御
居
間
に
入
る
�
註
５
�
�
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の
部
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に
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お
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西
に
あ
る
上
段
の
前
に
東
を
向
い
て
着
座
し
�
刀
は
部
屋
の
北
側
の
床
に
敷
か
れ
た
刀
敷
の

上
に
置
く
�
そ
の
後
�
藩
主
が
城
代
・
家
老
・
御
留
守
居
大
頭
・
奉
行
を
召
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縁
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召
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が
行
わ
れ
る
た
め
�

給
仕
者
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手
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を
用
意
し
た
� 
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年
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任
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は
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行
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留
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�
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々
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�
下
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熨
斗
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定
め
ら
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り
�

熊
本
城
内
の
特
定
の
建
物
で
行
わ
れ
た
特
別
な
儀
礼
と
い
え
る
だ
ろ
う
� 
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介
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�
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６
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中
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じ
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図
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し
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考
え
ら
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�
図
の
描
写
は
�
関
家
・
宇
野
家
文
書
�
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の
が
精
緻
だ
が
�
小
姓
役

の
間
で
情
報
を
共
有
し
て
い
た
事
実
が
う
か
が
え
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
�
ま
た
�
藩
主
の
儀

礼
に
関
す
る
史
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史
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介
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�
三
�
武
芸
相
伝
書 

 
武
芸
目
録
等
の
相
伝
書
に
つ
い
て
は
二
五
点
あ
り
�
八
代
只
吉
の
も
の
が
五
点
�
九
代
九
郎
助

�
木
下
熊
門
�
の
も
の
が
二
点
�
十
代
繁
兵
衛
の
も
の
が
最
も
多
く
十
二
点
�
繁
兵
衛
の
子
の
素

兵
衛
の
も
の
が
四
点
�
天
保
九
年
�
一
八
三
八
�
の
関
十
九
郎
宛
の
も
の
が
二
点
で
あ
る
� 

 

�
四
�
そ
の
他 

 

関
家
に
伝
来
し
た
掛
軸
二
点
が
あ
�
た
�
そ
の
う
ち
�
藤
孝
公
御
短
冊
��
目
録
番
号
97-

1
�

は
細
川
家
初
代
細
川
藤
孝
�
幽
斎
�
の
筆
と
さ
れ
る
和
歌
の
短
冊
を
掛
軸
に
し
た
も
の
で
�
八
代

只
吉
�
素
兵
衛
�
が
文
化
元
年
�
一
八
〇
四
�
に
藩
主
よ
り
拝
領
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
史
料

か
ら
判
明
す
る
�
目
録
番
号
97-

4
��
も
う
一
点
は
熊
本
出
身
で
第
二
三
代
内
閣
総
理
大
臣
と

な
�
た
清
浦
奎
吾
の
書
幅
で
�
目
録
番
号
98-
1
��
関
洞
雪
�
十
一
代
繁
兵
衛
�
に
贈
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
� 

 

三
��
関
家
・
宇
野
家
文
書
�
に
み
る
熊
本
城
内
の
儀
礼 

儀
礼
に
関
す
る
も
の
は
多
岐
に
わ
た
�

て
い
る
が
�
本
稿
で
は
特
に
熊
本
城
内
で
行

わ
れ
た
儀
礼
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
�
城
内

で
行
わ
れ
た
儀
礼
と
し
て
は
年
頭
の
藩
主

登
城
・
拝
謁
�
藩
主
就
任
時
の
登
城
・
拝
謁
�

城
内
の
櫓
等
の
巡
覧
な
ど
が
あ
る
�
�
関

家
・
宇
野
家
文
書
�
の
中
で
熊
本
城
内
の
儀

礼
や
そ
の
座
配
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
と

し
て
は
�
御
国
御
先
番
手
控
��
目
録
番
号

27
���
御
城
鐘
之
段
之
図
��
目
録
番
号
46
��

�
御
城
御
居
間
之
図
��
目
録
番
号
36
・
48
�

な
ど
が
あ
る
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史
料
二
��
目
録
番
号
48
� 

御
城
御
居
間
之
図 

 

一
�
被
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入
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ク
ヽ
リ
御
解
�
図
之
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御
座
着
之
上
�
御
熨
斗
三
方
突
付
ニ
上
之
直
ニ
御
手

伸
ニ
直
し
�
御
城
代
初
御
家
老
�
御
留
守
居
大
頭
�
御
奉
行
被
召
出
�
御
手
熨
斗
被
下
之
�

図2 「御城鐘之段之図」 
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史
料
一
は
�
御
城
之
図
�・�
神
護
寺
之
図
�
を
は
じ
め
と
し
た
儀
礼
関
係
の
図
面
や
冊
子
を
目

録
と
し
て
書
き
上
げ
�
宇
野
か
ら
関
へ
譲
�
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
�
表
１
は
史
料
一
に
記
載
さ
れ

た
図
面
等
の
名
称
と
�
関
家
・
宇
野
家
文
書
�
に
含
ま
れ
る
文
書
の
表
題
を
比
較
し
た
も
の
で
あ

る
�
こ
れ
に
よ
る
と
多
く
が
一
致
し
て
お
り
�
宇
野
が
所
有
し
て
い
た
図
面
等
が
江
戸
時
代
後
期

の
あ
る
時
期
に
関
へ
と
渡
さ
れ
�
そ
の
後
関
家
で
所
持
し
続
け
現
在
に
至
�
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
�
譲
ら
れ
た
経
緯
の
詳
細
は
不
明
だ
が
文
中
で
�
御
同
役
中
ニ
而
御
用
罷
立
候
ハ
ヽ
無
此
上
大

慶
奉
存
候
�
と
述
べ
て
お
り
��
同
役
�
つ
ま
り
御
小
姓
役
の
�
御
用
��
職
務
�
の
役
に
立
つ
よ

う
に
と
宇
野
か
ら
関
へ
渡
�
た
も
の
で
あ
る
�
な
お
�
宇
野
か
ら
譲
ら
れ
た
文
書
の
な
か
に
は
�

同
じ
御
小
姓
役
の
茂
見
や
安
田
�
内
山
�
松
岡
ら
か
ら
図
を
借
用
し
写
し
た
も
の
も
散
見
さ
れ
る
�

こ
の
こ
と
か
ら
も
�
御
小
姓
役
の
間
で
職
務
に
関
す
る
情
報
や
記
録
を
共
有
し
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
� 

 �
二
�
知
行
関
係 

関
宛
の
知
行
宛
行
状
が
十
四
通
�
知
行
目
録
が
八
通
数
え
ら
れ
る
�
知
行
宛
行
状
は
寛
永
十
五

年
�
一
六
三
八
�
に
初
代
藩
主
細
川
忠
利
か
ら
初
代
右
太
郎
と
三
十
郎
に
発
給
さ
れ
た
も
の
�
目

録
番
号
57
�
58
�
が
最
も
古
い
�
続
い
て
二
代
藩
主
細
川
光
尚
�
光
貞
�
か
ら
寛
永
十
八
年
�
一

六
四
一
�
に
三
四
郎
と
右
太
郎
に
発
給
さ
れ
た
も
の
�
目
録
番
号
59
�
60
��
三
代
藩
主
細
川
綱

利
か
ら
寛
文
元
年
�
一
六
六
一
�
に
権
左
衛
門
に
発
給
さ
れ
た
も
の
�
目
録
番
号
61
��
寛
文
七

年
�
一
六
六
七
�
に
二
代
山
三
郎
へ
発
給
さ
れ
た
も
の
�
目
録
番
号
99
��
四
代
藩
主
細
川
宣
紀

か
ら
正
徳
六
年
�
一
七
一
六
�
に
二
代
九
左
衛
門
�
山
三
郎
�
に
発
給
さ
れ
た
も
の
�
目
録
番
号

63
��
五
代
藩
主
細
川
宗
孝
か
ら
享
保
十
九
年
�
一
七
三
四
�
に
四
代
九
左
衛
門
へ
発
給
さ
れ
た

も
の
�
目
録
番
号
62
��
六
代
藩
主
細
川
重
賢
か
ら
寛
延
元
年
�
一
七
四
八
�
に
十
九
郎
�
五
代

素
兵
衛
か
�
へ
発
給
さ
れ
た
も
の
�
目
録
番
号
64
��
七
代
藩
主
細
川
治
年
か
ら
天
明
六
年
�
一

七
八
六
�
に
八
代
只
吉
へ
発
給
さ
れ
た
も
の
�
目
録
番
号
65
��
八
代
藩
主
細
川
斉
茲
か
ら
天
明

八
年
�
一
七
八
八
�
に
八
代
素
兵
衛
�
只
吉
�
へ
発
給
さ
れ
た
も
の
�
目
録
番
号
66
��
九
代
藩

主
細
川
斉
樹
か
ら
文
化
九
年
�
一
八
一
二
�
に
九
代
素
兵
衛
へ
発
給
さ
れ
た
も
の
�
目
録
番
号
67
��

十
代
藩
主
細
川
斉
護
か
ら
文
政
九
年
�
一
八
二
六
�
に
九
代
素
兵
衛
へ
発
給
さ
れ
た
も
の
�
目
録

番
号
68
��
十
一
代
藩
主
細
川
慶
順
か
ら
十
一
代
繁
兵
衛
へ
万
延
二
年
�
一
八
六
一
�
に
発
給
さ

れ
た
も
の
�
目
録
番
号
69
�
で
あ
る
�
歴
代
藩
主
か
ら
発
給
さ
れ
た
知
行
宛
行
状
が
良
好
に
伝

来
し
た
と
い
え
る
� 

知
行
目
録
は
寛
文
�
延
宝
期
と
み
ら
れ
る
二
代
山
三
郎
の
も
の
�
目
録
番
号
70-

9
��
享
保

十
一
年
�
一
七
二
六
�
と
み
ら
れ
る
右
太
郎
�
四
代
九
左
衛
門
か
�
の
も
の
�
目
録
番
号
70-

4
��

延
享
三
年
�
一
七
四
六
�
と
み
ら
れ
る
十
九
郎
�
五
代
素
兵
衛
か
�
の
も
の
�
目
録
番
号
70-

6
��

天
明
二
年
�
一
七
八
二
�
と
み
ら
れ
る
八
代
只
吉
の
も
の
�
目
録
番
号
70-

3
��
文
化
二
年
�
一

八
〇
五
�
の
八
代
素
兵
衛
の
も
の
�
目
録
番
号
70-

2
��
文
化
五
年
�
一
八
〇
八
�
と
み
ら
れ

る
九
代
九
郎
助
�
素
兵
衛
�
の
も
の
�
目
録
番
号
70-

8
��
文
化
九
年
�
一
八
一
二
�
の
九
代

素
兵
衛
の
も
の
�
目
録
番
号
70-

1
��
嘉
永
六
年
�
一
八
五
三
�
と
み
ら
れ
る
十
一
代
繁
兵
衛

の
も
の
�
目
録
番
号
70-
7
�
が
あ
る
� 

表１ 宇野家から関家へ渡された文書 
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（29）「目録」に記載の図名称等 関家・宇野家文書 備考

御城之図　御居間　鐘の段　松の御間
(36)御城御居間之図
(48)御城御居間之図
(46)御城鐘之段之図

松の御間は紛失とあり

神護寺之図 (18)神護寺ノ図

御政事向　御聞御家老間へ御出
(40)文久元年八月三日御政事向為御聴
御家老間江被為入候節之図

小峯山調練 (35)小峯山調練御覧之図

泰勝寺図　四枚
(28)泰勝寺御法事之図式
(42)泰勝寺

妙解寺図　二枚 (43)廟解寺奥座敷ニ而召上リ之略図

玄猪御餅頂戴之図　二枚
(44-1)於鹿之御間玄猪御餅頂戴之図
(44-2)玄猪九曜之御間・中桂之御間御餅
頂戴之図

包紙に「関扣」とあり

両御寺時替出仕

歌仙之御間御出座一門衆初頂戴

御馬御扱 (55-2)御馬之取扱之覚

御本式御謡初之扣　壱冊 (78)本御式　御謡初之控

出地板床御礼之図　二枚 (45)年頭板床御間之図 端裏に「関」とあり

上使

本覚院 (49)上野本覚院之図

板床講釈

妙解院御法会 (16-2)妙解院御年回御詰被為在候節之図 「関写之」とあり

山王　観理院書付添　烏森　三田八幡
白金三社　神明　増上寺御宿場

(15-2-1)山王之図
(15-2-2)観理院
(15-2-3)観理院
(15-5)烏森
(15-1)三田八幡之図
(15-6)白金中庭三社

妙解院　清光院　松光寺　少林院
(38)清光院之図
(16-6)松光寺新規建立之図

御任官一件　二冊 (8)〔手控〕

御両殿様御取遣并ニ御隠居家督下調へ
(2)諸控　一、若殿様御目見被為済於表
海御間御両殿様御取遣　一、御隠居御
家督下タ調

八代家督出府之扣

御給仕一件之扣 (3)御給仕一件之控

外惣日供之扣　江戸御観御能之図
「是も相見へ不申候」
とあり

�
三
�
武
芸
相
伝
書 

 

武
芸
目
録
等
の
相
伝
書
に
つ
い
て
は
二
五
点
あ
り
�
八
代
只
吉
の
も
の
が
五
点
�
九
代
九
郎
助

�
木
下
熊
門
�
の
も
の
が
二
点
�
十
代
繁
兵
衛
の
も
の
が
最
も
多
く
十
二
点
�
繁
兵
衛
の
子
の
素

兵
衛
の
も
の
が
四
点
�
天
保
九
年
�
一
八
三
八
�
の
関
十
九
郎
宛
の
も
の
が
二
点
で
あ
る
� 

 

�
四
�
そ
の
他 

 

関
家
に
伝
来
し
た
掛
軸
二
点
が
あ
�
た
�
そ
の
う
ち
�
藤
孝
公
御
短
冊
��
目
録
番
号
97-

1
�

は
細
川
家
初
代
細
川
藤
孝
�
幽
斎
�
の
筆
と
さ
れ
る
和
歌
の
短
冊
を
掛
軸
に
し
た
も
の
で
�
八
代

只
吉
�
素
兵
衛
�
が
文
化
元
年
�
一
八
〇
四
�
に
藩
主
よ
り
拝
領
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
史
料

か
ら
判
明
す
る
�
目
録
番
号
97-

4
��
も
う
一
点
は
熊
本
出
身
で
第
二
三
代
内
閣
総
理
大
臣
と

な
�
た
清
浦
奎
吾
の
書
幅
で
�
目
録
番
号
98-

1
��
関
洞
雪
�
十
一
代
繁
兵
衛
�
に
贈
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
� 

 

三
��
関
家
・
宇
野
家
文
書
�
に
み
る
熊
本
城
内
の
儀
礼 

儀
礼
に
関
す
る
も
の
は
多
岐
に
わ
た
�

て
い
る
が
�
本
稿
で
は
特
に
熊
本
城
内
で
行

わ
れ
た
儀
礼
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
�
城
内

で
行
わ
れ
た
儀
礼
と
し
て
は
年
頭
の
藩
主

登
城
・
拝
謁
�
藩
主
就
任
時
の
登
城
・
拝
謁
�

城
内
の
櫓
等
の
巡
覧
な
ど
が
あ
る
�
�
関

家
・
宇
野
家
文
書
�
の
中
で
熊
本
城
内
の
儀

礼
や
そ
の
座
配
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
と

し
て
は
�
御
国
御
先
番
手
控
��
目
録
番
号

27
���
御
城
鐘
之
段
之
図
��
目
録
番
号
46
��

�
御
城
御
居
間
之
図
��
目
録
番
号
36
・
48
�

な
ど
が
あ
る
� 

  

�
史
料
二
��
目
録
番
号
48
� 

御
城
御
居
間
之
図 

 

一
�
被
為 

入
御
ク
ヽ
リ
御
解
�
図
之
処 

御
座
着
之
上
�
御
熨
斗
三
方
突
付
ニ
上
之
直
ニ
御
手

伸
ニ
直
し
�
御
城
代
初
御
家
老
�
御
留
守
居
大
頭
�
御
奉
行
被
召
出
�
御
手
熨
斗
被
下
之
�

図2 「御城鐘之段之図」 
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宇
野
家
の
文
書
が
関
家
に
伝
来
し
た
理
由
と
し
て
は
婚
姻
や
養
子
が
考
え
ら
れ
る
が
�
先
祖
附

等
か
ら
は
関
家
と
宇
野
家
の
間
に
縁
戚
関
係
は
認
め
ら
れ
な
か
�
た
�
伝
来
の
理
由
に
つ
い
て
う

か
が
え
る
史
料
を
紹
介
す
る
� 

 

�
史
料
一
��
目
録
番
号
29
� 

目
録 

一
�
御
城
之
図 

 
 
 

御
居
間
�
鐘
の
段
�
松
の
御
間 

 
 
 

但
�
松
の
御
間
御
礼
明
細
之
図
紛
失 

一
�
神
護
寺
之
図 

一
�
御
政
事
向 

御
聞
御
家
老
間
へ
御
出 

一
�
小
峯
山
調
練 

一
�
泰
勝
寺
図 

四
枚 

一
�
妙
解
寺
図 

二
枚 

一
�
玄
猪
御
餅
頂
戴
之
図 

二
枚 

一
�
両
御
寺
時
替
出
仕 

一
�
歌
仙
之
御
間
御
出
座
御
一
門
衆
初
頂
戴 

一
�
御
馬
御
扱 

一
�
御
謡
初

御
本
式

之
扣 

壱
冊 

 
 
 

往
生
院 

藤
崎 

時
習
館 

 
 
 

祇
園 

 
 
 
 

御
礼
御
能 

 
 
 

是
丈
�
相
見
へ
不
申
候 

  
 

江
戸 

一
�
出
地
板
床
御
礼
之
図 

二
枚 

一
�
上
使 

一
�
本
覚
院 

一
�
板
床
講
釈 

一
�
妙
解
院
御
法
会 

一
�
山
王 

観
理
院
書
付
添 

烏
森 

 
 

三
田
八
幡 

白
金
三
社 

神
明 

 
 

増
上
寺
御
宿
場 

一
�
妙
解
院 

清
光
院 

松
光
寺 

 
 

少
林
院 

 
 
 

右
図
式 

一
�
御
任
官
一
件 

二
冊 

書
付
数
通
入 

一
�
御
両
殿
様
御
取
遣
并
ニ
御
隠
居
御
家
督
下
調
へ 

壱
冊 

一
�
八
代
家
督
出
府
之
扣 

壱
冊 

一
�
御
給
仕
一
件
之
扣 

一
�
外
惣
日
供
之
扣 

 
 
 

江
戸
御
観
御
能
之
図 

 
 
 

是
も
相
見
へ
不
申
候 

 

先
�
右
之
分
差
上
申
候
�
此
外
ニ
餘
計
御
座
候
へ
と
も
�
私
心
覚
へ
ノ
扣
ニ
而
差
出
候
而
も

却
而
御
迷
イ
被
成
可
申
候
間
差
出
不
申
�
火
中
仕
候
節
ニ
而
御
渡
候
事 

一
�
切
図
段
々
相
見
へ
不
申
�
人
ニ
借
置
候
様
も
無
之
と
も
自
然
借
置
候
事
と
も
難
計
�
御
同
役

中
ニ
而
御
用
罷
立
候
ハ
ゝ
無
此
上
大
慶
奉
存
候
�
若
又
宿
ニ
而
紛
失
も
難
計
候
間
�
跡
書
見

出
し
候
ハ
ゝ
早
速
差
出
可
申
候 

一
�
江
戸
年
頭
一
切
先
番
扣
�
右
ハ
江
戸
へ
取
落
で
も
致
候
哉
�
是
又
相
見
不
申
候 

一
�
此
節
御
用
ニ
立
候
扣
も
御
承
知
通
候
愚
筆
ニ
而
相
認
メ
御
な
り
被
成
間
敷
�
少
シ
ニ
而
も
御

用
相
立
候
ハ
ゝ
無
是
上
大
慶
奉
存
候 

 
 

已
上 

 
 
 

十
二
月
八
日 

 
 

宇
野 

 
 
 
 

関
様 
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�
二
�
宇
野
家 

 

本
史
料
群
で
差
出
ま
た
は
作
成
者
が
�
宇
野
�
と
な
�
て
い
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
姓
の
み
記

載
し
�
一
部
に
�
宇
野
貞
次
��
目
録
番
号
３
�
の
記
載
が
あ
る
��
先
祖
附
�
に
よ
る
と
宇
野
家

は
五
家
あ
る
が
�
註
３
�
��
貞
次
�
を
名
乗
る
人
物
が
見
当
た
ら
な
い
�
史
料
の
内
容
か
ら
安
政
�

万
延
期
に
御
小
姓
役
を
勤
め
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
�
同
時
期
に
御
小
姓
役
を
勤
め
た
宇
野
貞
雄

家
に
伝
来
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
�
確
定
に
は
至
ら
な
か
�
た
�
参
考
ま
で
に
宇
野
貞
雄
家

の
概
要
を
述
べ
て
お
く
と
�
祖
で
あ
る
治
部
大
夫
は
播
磨
国
明
石
に
居
住
し
�
菊
池
家
に
縁
が
あ

�
て
大
永
年
間
ご
ろ
に
西
国
へ
下
�
た
と
さ
れ
る
�
初
代
八
左
衛
門
が
寛
文
十
年
�
一
六
七
〇
�

に
町
方
十
人
組
と
し
て
二
人
扶
持
切
米
七
石
で
召
し
抱
え
ら
れ
�
三
代
良
助
の
時
に
奉
行
所
根
役

な
ど
を
勤
め
知
行
一
〇
〇
石
が
与
え
ら
れ
た
�
六
代
貞
之
助
の
時
に
足
高
の
う
ち
か
ら
新
知
加
増

さ
れ
一
八
〇
石
と
な
�
て
い
る
�
七
代
貞
雄
は
安
政
二
年
�
一
八
五
五
�
十
月
か
ら
安
政
七
年(

一

八
六
〇)

一
月
ま
で
�
万
延
元
年
七
月
か
ら
文
久
元
年
�
一
八
六
一
�
十
二
月
ま
で
御
小
姓
役
を

勤
め
�
明
治
元
年
�
一
八
六
八
�
か
ら
三
年
�
一
八
七
〇
�
ま
で
玉
名
�
菊
池
�
合
志
�
山
本
�

山
鹿
�
小
国
�
野
津
原
・
鶴
崎
の
郡
代
を
歴
任
し
て
い
る
�
註
４
�
� 

 

二
��
関
家
・
宇
野
家
文
書
�
の
概
要 

史
料
総
数
は
一
四
二
点
で
�
詳
細
は
目
録
を
参
照
さ
れ
た
い
�
内
容
は
関
家
・
宇
野
家
と
も
に

御
小
姓
役
を
勤
め
た
家
で
あ
る
こ
と
か
ら
�
参
勤
や
藩
主
の
儀
礼
に
関
す
る
も
の
が
大
半
を
占
め

る
�
ま
た
�
関
家
歴
代
当
主
の
知
行
宛
行
状
や
知
行
目
録
�
武
芸
相
伝
書
が
あ
り
�
関
家
の
由
緒

を
示
す
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
�
以
下
�
項
目
ご
と
に
概
要
を
述
べ
る
� 

 �
一
�
儀
礼
関
係 

 
年
頭
儀
礼
や
熊
本
城
へ
の
登
城
�
江
戸
・
熊
本
の
寺
社
へ
の
参
詣
な
ど
の
藩
主
が
行
う
様
々
な

儀
礼
に
つ
い
て
�
給
仕
者
の
覚
や
座
配
を
記
し
た
図
な
ど
が
あ
り
�
七
〇
点
余
を
数
え
る
�
多
く

が
江
戸
時
代
後
期
�
特
に
嘉
永
・
安
政
期
以
降
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
�
関
家
十
一
代
の
繁
兵
衛

の
時
期
に
あ
た
る
�
こ
の
う
ち
�
宇
野
が
差
出
ま
た
は
作
成
者
で
あ
る
も
の
が
二
三
点
あ
り
�
宇

野
作
成
で
は
な
い
が
同
じ
御
小
姓
役
を
勤
め
た
安
田
家
か
ら
宇
野
が
譲
り
受
け
�
関
家
に
渡
�
た

と
み
ら
れ
る
も
の
が
三
点
あ
る
�
目
録
番
号
15-

２-

２
�
15-

２-

３
�
15-

３
�� 

図1 関家略系図 
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宇
野
家
の
文
書
が
関
家
に
伝
来
し
た
理
由
と
し
て
は
婚
姻
や
養
子
が
考
え
ら
れ
る
が
�
先
祖
附

等
か
ら
は
関
家
と
宇
野
家
の
間
に
縁
戚
関
係
は
認
め
ら
れ
な
か
�
た
�
伝
来
の
理
由
に
つ
い
て
う

か
が
え
る
史
料
を
紹
介
す
る
� 

 

�
史
料
一
��
目
録
番
号
29
� 

目
録 

一
�
御
城
之
図 

 
 
 

御
居
間
�
鐘
の
段
�
松
の
御
間 

 
 
 

但
�
松
の
御
間
御
礼
明
細
之
図
紛
失 

一
�
神
護
寺
之
図 

一
�
御
政
事
向 

御
聞
御
家
老
間
へ
御
出 

一
�
小
峯
山
調
練 

一
�
泰
勝
寺
図 

四
枚 

一
�
妙
解
寺
図 

二
枚 

一
�
玄
猪
御
餅
頂
戴
之
図 

二
枚 

一
�
両
御
寺
時
替
出
仕 

一
�
歌
仙
之
御
間
御
出
座
御
一
門
衆
初
頂
戴 

一
�
御
馬
御
扱 

一
�
御
謡
初

御
本
式

之
扣 

壱
冊 

 
 
 

往
生
院 

藤
崎 

時
習
館 

 
 
 

祇
園 

 
 
 
 

御
礼
御
能 

 
 
 

是
丈
�
相
見
へ
不
申
候 

  
 

江
戸 

一
�
出
地
板
床
御
礼
之
図 

二
枚 

一
�
上
使 

一
�
本
覚
院 

一
�
板
床
講
釈 

一
�
妙
解
院
御
法
会 

一
�
山
王 

観
理
院
書
付
添 

烏
森 

 
 

三
田
八
幡 

白
金
三
社 

神
明 

 
 

増
上
寺
御
宿
場 

一
�
妙
解
院 

清
光
院 

松
光
寺 

 
 

少
林
院 

 
 
 

右
図
式 

一
�
御
任
官
一
件 

二
冊 

書
付
数
通
入 

一
�
御
両
殿
様
御
取
遣
并
ニ
御
隠
居
御
家
督
下
調
へ 

壱
冊 

一
�
八
代
家
督
出
府
之
扣 

壱
冊 

一
�
御
給
仕
一
件
之
扣 

一
�
外
惣
日
供
之
扣 

 
 
 

江
戸
御
観
御
能
之
図 

 
 
 

是
も
相
見
へ
不
申
候 

 

先
�
右
之
分
差
上
申
候
�
此
外
ニ
餘
計
御
座
候
へ
と
も
�
私
心
覚
へ
ノ
扣
ニ
而
差
出
候
而
も

却
而
御
迷
イ
被
成
可
申
候
間
差
出
不
申
�
火
中
仕
候
節
ニ
而
御
渡
候
事 

一
�
切
図
段
々
相
見
へ
不
申
�
人
ニ
借
置
候
様
も
無
之
と
も
自
然
借
置
候
事
と
も
難
計
�
御
同
役

中
ニ
而
御
用
罷
立
候
ハ
ゝ
無
此
上
大
慶
奉
存
候
�
若
又
宿
ニ
而
紛
失
も
難
計
候
間
�
跡
書
見

出
し
候
ハ
ゝ
早
速
差
出
可
申
候 

一
�
江
戸
年
頭
一
切
先
番
扣
�
右
ハ
江
戸
へ
取
落
で
も
致
候
哉
�
是
又
相
見
不
申
候 

一
�
此
節
御
用
ニ
立
候
扣
も
御
承
知
通
候
愚
筆
ニ
而
相
認
メ
御
な
り
被
成
間
敷
�
少
シ
ニ
而
も
御

用
相
立
候
ハ
ゝ
無
是
上
大
慶
奉
存
候 

 
 

已
上 

 
 
 

十
二
月
八
日 

 
 

宇
野 

 
 
 
 

関
様 
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二
�
史
料
紹
介
�
関
家
・
宇
野
家
文
書
� 

 

木
下 

泰
葉 

 

は
じ
め
に 

 

�
関
家
・
宇
野
家
文
書
�
は
令
和
二
年
度
�
二
〇
二
〇
年
度
�
に
熊
本
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
�

で
購
入
し
た
文
書
群
で
�
現
在
は
熊
本
博
物
館
に
保
管
し
て
い
る
�
関
家
・
宇
野
家
と
も
に
熊
本

藩
士
で
御
側
役
・
御
小
姓
役
な
ど
を
勤
め
た
家
系
で
あ
る
�
本
文
書
群
は
�
関
家
・
宇
野
家
文
書
�

と
呼
ん
で
い
る
が
主
に
関
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
�
一
部
の
儀
礼
関
係
の
文
書
が
宇
野
家
か
ら
江

戸
時
代
の
あ
る
時
期
に
同
じ
御
小
姓
役
で
あ
る
関
家
へ
譲
渡
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
�
史
料

群
の
中
に
は
熊
本
城
天
守
や
本
丸
御
殿
�
花
畑
屋
敷
や
妙
解
寺
・
泰
勝
寺
な
ど
の
藩
領
内
の
諸
建

物
の
ほ
か
�
江
戸
の
藩
邸
等
で
行
わ
れ
た
儀
礼
に
関
す
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
�
本
稿
で

は
文
書
群
の
概
要
を
ま
と
め
全
体
像
を
目
録
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
で
�
今
後
の
活
用
を
期
し
た

い
�
な
お
�
本
稿
で
参
考
・
引
用
す
る
史
料
に
つ
い
て
は
�
目
録
中
の
整
理
番
号
�
目
録
番
号
○
�

で
示
し
た
� 

 

一
�
関
家
・
宇
野
家
の
概
要 

 

本
史
料
群
に
関
係
す
る
関
家
・
宇
野
家
の
由
緒
に
つ
い
て
�
先
祖
附
��
註
１
�
・�
有
禄
士
族
基
本

帳
��
註
２
�

な
ど
を
も
と
に
ま
と
め
た
� 

 

�
一
�
関
家 

関
家
の
祖
は
九
左
衛
門
で
�
は
じ
め
浪
人
だ
�
た
が
初
代
藩
主
細
川
忠
利
に
召
し
抱
え
ら
れ
二

〇
〇
石
を
拝
領
し
た
�
九
左
衛
門
の
病
死
後
に
そ
の
子
の
角
左
衛
門
が
跡
目
相
続
し
�
御
児
小
姓

を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
�
さ
ら
に
弟
の
右
太
郎
�
の
ち
源
兵
衛
に
改
名
�
と
三
四
郎
も
御
児
小
姓
と

し
て
召
し
出
さ
れ
�
角
左
衛
門
の
知
行
か
ら
右
太
郎
へ
一
五
〇
石
�
三
四
郎
へ
五
〇
石
が
配
当
さ

れ
た
�
こ
の
右
太
郎
に
始
ま
る
家
系
が
�
本
文
書
群
の
伝
来
し
た
関
家
で
あ
る
� 

二
代
の
山
三
郎
�
九
左
衛
門
�
の
時
�
御
中
小
姓
に
召
し
加
え
ら
れ
た
の
ち
�
御
切
米
奉
行
や

大
坂
定
詰
御
買
物
奉
行
を
勤
め
て
い
る
�
三
代
次
郎
大
夫
�
四
代
九
左
衛
門
と
続
き
�
五
代
素
兵

衛
の
時
に
は
寛
延
元
年
�
一
七
四
八
�
藩
主
・
重
賢
の
入
国
御
用
を
勤
め
た
�
そ
の
後
�
素
兵
衛

は
郡
奉
行
を
勤
め
た
の
ち
�
願
に
よ
り
御
小
姓
組
や
番
方
に
召
し
置
か
れ
た
が
�
宝
暦
四
年
�
一

七
五
四
�
十
一
月
よ
り
作
事
所
目
付
役
に
任
じ
ら
れ
�
同
六
年
か
ら
は
江
戸
詰
め
と
な
り
�
足
高

と
し
て
五
〇
石
を
拝
領
し
た
�
江
戸
で
は
増
上
寺
御
手
伝
御
用
な
ど
を
勤
め
た
こ
と
で
幕
府
や
藩

主
か
ら
品
々
を
拝
領
し
て
お
り
�
こ
れ
以
降
の
関
家
当
主
が
�
素
兵
衛
�
を
名
乗
る
こ
と
が
多
い

こ
と
か
ら
も
�
功
績
の
大
き
さ
が
伺
え
る
�
六
代
・
七
代
は
病
気
の
た
め
早
く
に
隠
居
ま
た
は
死

亡
し
て
い
る
�
宮
村
家
か
ら
養
子
と
な
�
た
只
吉
�
素
兵
衛
�
が
天
明
二
年
�
一
七
八
二
�
に
十

九
歳
で
関
家
の
名
跡
を
相
続
し
八
代
目
と
な
り
�
同
年
御
小
姓
組
に
属
し
た
後
は
御
給
仕
役
や
参

勤
の
供
を
度
々
命
じ
ら
れ
て
い
る
�
そ
う
し
た
実
績
か
ら
寛
政
六
年
�
一
七
九
四
�
に
御
小
姓
役

根
役
・
御
給
仕
根
役
�
翌
七
年
�
一
七
九
五
�
に
は
御
側
御
取
次
を
命
じ
ら
れ
足
高
五
〇
石
を
下

さ
れ
た
�
さ
ら
に
寛
政
十
二
年
�
一
八
〇
〇
�
に
御
近
習
御
次
組
脇
・
御
側
御
取
次
兼
帯
と
な
り

足
高
一
〇
〇
石
�
享
和
三
年
�
一
八
〇
四
�
に
は
昨
年
以
来
の
御
用
繁
多
の
な
か
昼
夜
抜
群
の
働

き
を
し
た
と
し
て
足
高
一
〇
〇
石
を
下
さ
れ
た
�
文
化
元
年
�
一
八
〇
四
�
に
は
与
え
ら
れ
た
役

に
つ
い
て
抜
群
の
働
き
を
し
た
と
し
て
�
そ
れ
ま
で
に
与
え
ら
れ
た
足
高
の
う
ち
一
〇
〇
石
を
知

行
と
し
て
与
え
ら
れ
�
江
戸
留
守
居
次
座
の
座
席
と
な
�
た
�
文
化
二
年
に
は
さ
ら
に
足
高
一
〇

〇
石
と
着
座
の
席
次
と
な
り
�
近
習
御
次
組
脇
と
な
り
御
用
人
不
足
の
際
は
助
勤
を
勤
め
る
よ
う

命
じ
ら
れ
�
文
化
五
年
�
一
八
〇
八
�
に
は
御
用
人
代
と
し
て
御
留
守
居
詰
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
て

い
る
�
こ
う
し
た
只
吉
�
素
兵
衛
�
の
卓
抜
し
た
働
き
に
よ
�
て
九
代
九
郎
助
�
素
兵
衛
�
以
降

は
知
行
二
五
〇
石
が
与
え
ら
れ
て
お
り
�
い
ず
れ
も
御
小
姓
役
や
御
留
守
居
役
を
勤
め
た
� 
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